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デジタル化以前の研究者

論文

データ

対象

文献調査 論文執筆

研究と執筆



現在の研究者

論文

データ

対象

文献調査 論文執筆

データ利用 データ公開

研究と執筆とデータ生成



今後の研究者

論文

データ

対象

データ利用 データ公開

論文・データの
一体化

研究とデータ生成

研究＝データのサプライチェーン



研究成果のデータ化

研究成果としてのデータ公開

論文のデータ化

– 研究成果データとの一体化

• データ付録

• データ論文

– 論文自体がデータとして扱われる

• 大量論文のデジタル処理

• 人間のための論文からコンピュータのための論文へ



なぜ研究データをオープンにするか

• 社会的要請

– 社会での成果の共有、知識の共有

– 公的資金の公共性のため

• 例：研究資金助成機関のオープンデータポリシー

• 研究のオープン性

– 研究の発展性のため

• “巨人の肩に乗る”

– 再現性担保のため



科学のタイプと再現性

• 第1の科学：理論科学

– 演繹

• 第2の科学：実験科学

– 再実験による仮説検証

• 第3の科学：シミュレーション科学

– 再シミュレーションによる検証？

• 第4の科学：データ中心科学

– ？？（再プロセスによる検証？）

Maleki, A., Rahman, I., Shahram, M., & Stodden, V. (2008). 15 years of reproducible research in 
computational harmonic analysis. Department of Statistics, Stanford University.



科学のタイプと再現性

• 第3や第4の科学（計算科学）においては論文

は研究の成果ではなく、研究の紹介でしかな
い。

• では研究の成果はどうやって公開？

– プログラム、プロセス（ワークフロー）、データの公
開

– 論文との連携



研究成果のデータ化

研究成果としてのデータ公開

論文のデータ化

– 研究成果データとの一体化

• データ付録

• データ論文

– 論文自体がデータとして扱われる

• 大量論文のデジタル処理

• 人間のための論文からコンピュータのための論文へ



Research Data Alliance (RDA)

• 2013年3月発足

• データ駆動型のイノベーションを加速すること
が目的

• 社会的、組織的、技術的インフラ構築を目指
す
– データ共有、交換の障害を減らす

– 協調的なグローバル・データ・インフラをつくる

• ヨーロッパとアメリカが主体で立ち上げ

• これまで３回の会合

https://rd-alliance.org/sites/default/files/attachment/Andrew%20at%20newcomers.pdf



http://db.cger.nies.go.jp/JaLTER/ER_Dat
aPapers/archives/2012/ERDP-2012-01/



論文のデータ化とデータ公開

• 論文のデータ化
– 論文データベースとデータによる評価

• Citation Index, Altmetrics
– 識別子とメタデータ

• DOI
– 論文からデータへ (DataCite)

• ORCID
– 研究者へのID

• FundRef
– 研究資金機関へのID

• Linked Open Data (LOD)
• データ公開とデータ共有基盤

– データ・リポジトリ



DOI (Digital Object Identifier)

• 識別子(DOI name)からデジタルオブジェクトが存
在するURIに変換するサービス

• International DOI Foundation(IDF)が運営する
サービス（1998年～）

• 元々は出版社が識別子を共有するにつくった制
度であるが、現在はより広範に様々なデジタル
オブジェクトの識別子を提供する制度に。

• 分散管理
– IDFは登録業務を行う団体(Registration Agency, RA)
に委譲

– CrossRefは一つのRA



DOI
• デジタルオブジェクトの識別子とその解決を行うサービス

– 識別子の付与

– デジタルオブジェクトの識別子から存在するURIへの変換

(Handle system)
• DOIの存在意味

– 永続する管理主体

– 運営ルール

– システム拡張

• DOIのメリット

• サービス提供

– 持続性

• 識別子が有効性を維持

– 一貫性

• 識別子が指すものの“保証”



CrossRef

• STM出版における引用関係を管理する仕組み

• 2000年～

• DOIのRA
• 機能：

– DOIのメタデータ（書誌データ、引用関係）の管理

– DOI登録

– メタデータを用いたサービス
• 書誌検索、引用検索

• Reverse look up：メタデータを検索して対応するDOIを返す
– この機能を用いて、出版社は個々の引用文献にDOIを付与



CrossRef

• デジタルオブジェクトの識別子とその解決を行うサービス(Handle 
system)

– 識別子の付与

– デジタルオブジェクトの識別子から存在するURIへの変換

• DOIの存在意味（Handle system単独と比較して）

– 永続する管理主体、運営ルール、システム拡張

• DOIのメリット（Handle system単独と比較して）

– サービス提供、持続性、一貫性

• CrossRef
– より高度のサービス提供

• 書誌、引用管理

• Reverse look up
– 持続性、一貫性の強化

• 特定領域のデータクオリティの維持



Japan Link Center (JaLC)

• 国立国会図書館(NDL)、国立情報学研究所
(NII)、科学技術振興機構（JST)、物質・材料研
究機構(NIMS) による共同運営として設立

• 機能

– IDFのRAとしてメタデータつきのDOIの発行管理

– CrossRefのメンバーとしてCrossRef DOI登録仲介

• ミッション

– 国内文献のDOI付与の促進

– 国内ニーズによる多様なDOIの発行管理



DataCite

• データを参照するための仕組み

• データセットにDOIをつける





DataCite Metadata Properties

• Mandatory Properties • Optional Properties



figshare



研究者の識別子

• 人の識別子 ⊂ デジタルオブジェクトの識別子
– 人 ≠ デジタルオブジェクト

• 実体としての「研究者」の多面性
– 論文、書籍の著者

– 研究プロジェクトの参加者

– 大学・研究機関のメンバー

– …
• 研究者の識別子への要求仕様

– ユニーク性

– 多面性



ORCID
(Open Researcher and Contributor Identifier)

• 著者や研究寄与者を一意に同定するための識
別子

• NPO 2011年～

• 出版社、大学、助成機関などのメンバーからな
る

• サービス開始：2012年10月～

• 利用法：
– 論文投稿時

– 論文の著者欄

– 大学の業績管理

– …



ORCIDは研究者と所属機関と学術出
版社と助成機関をつなぐ

研究者

所属機関 学術出版社

助成機関

データは研究者だけでな
く、委任を受けた第３者
（所属機関、学術出版社、
助成機関等）も書くこと
ができる

ORCIDのオーソリティ

はこれらのパートナー
相互で維持される

例）Dspace + ORCID



研究データ・リポジトリ

• 様々な形態が想定される
– 基本機能：

• 識別子管理（コンテンツ（DOI),研究者（ORCID)、Fundな
ど）

• メタデータの管理と共有

• 構築方法
– １．機関リポジトリの発展形

– ２．データ・カタログサイト

– ３．分野特化型サイト



次のステップへ（１）

• 機関リポジトリの拡張としてのデータリポジト
リ
– 論文の代わりにデータ、データセット

– データは機関リポジトリの中あるいは別のところ

メリット
• 慣れたシステムを使える

• 論文と統合的に扱える

デメリット
• 巨大データなどはおけない

• データ用メタデータと論文用メタデータの違い



次のステップへ（２）

• データカタログサイト
– データセットのメタデータを格納、公開するサイト

– データは基本は外部（小規模なら内部でも）

– 例 ckan、Socrata
– メリット

• ソフトウエアの実績

• オープンデータサイトとの連携

– デメリット
• 機関リポジトリとは非連携

• 学術データ特有の各種IDなどには非対応



次のステップへ（３）

• 分野固有リポジトリ

– 各分野でのデータサービスをリポジトリとして

– 例：NASA Data Repository
– メリット

• それぞれの要求に合わせたデータ格納、アクセス

• それぞれの要求に合わせたメタデータデータ

– デメリット

• メタデータが非連携

• 独自ソフトウエア



日本版データ・リポジトリへの課題

• 誰が大学の担当か
– 図書館、計算機センター、管理部

• 誰が全体の旗振り役か
– NII、JST、JSPS、文科省、NICT

• どんなデータをターゲットにするのか
– 大きさは？：ビッグデータ、中小データ、個別のデータ

– 形態は？：データベース、構造化データ、非構造デー
タ

– 更新頻度は？：累積的、定期的、静的
– メタデータは？：詳細（分野特有）、簡略（分野横断）
– 利用、共有の度合いは？：分野横断、分野内



日本版データ・リポジトリへの課題

• 提案

– Small Start
• 機関リポジトリからのスタート

– 例）Weko+金沢大学での取り組み、学術資源リポジトリ協議会

• JaLC+DataCiteによるDOI付与

– Big Picture
• 関係者会議の創設



まとめ

• 研究成果のデータ化の進行
– 研究データの公開

– 論文のデータ化

• 日本版データ・リポジトリへの課題
– 多様なリポジトリのあり方

– 多様なデータ・リポジトリの関係者

• 私の提案
– Small Start: 機関リポジトリからの実践、DOI付与

– Big Picture：関係者会議



お知らせ

• ORCID Outreach Meeting @ Tokyo
–ORCIDの活動を広くお知らせするイベント

–2014年11月4日 NIIにて開催

• （図書館総合展の前日）
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